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ルレーザビーム法では，図１に示したように，波長が 1064 nm の YAG レーザビームをウェーハ
表面に定常照射し，表面から裏面までのバルク部全域に自由キャリアを発生させる．その濃度の




濃度勾配 dn(z)/dz のために屈折を受け，図１のように，屈折角(z) だけ方向が変わる． 前回
の講演（13ｐ-1E-5, 13ｐ-1E-6）では，この屈折を記述するために，Maxwell の方程式にオーム
















    
図 1．YAG レーザビームによって励起されたフリ
ーキャリアの濃度 n(z) の勾配によって赤外ビーム
ビームが屈折を受ける様子．ウェーハの断面に(z,x)
軸を設け，二つのビームは(z,x)面にのっている． 
 
  
 
 
